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郷土史研究会7/17
地域創造会議7/18.25.31
ＩＴ＆ＡＲＴ研究会7/23
西宮みやっこキッズパーク視察7/24
社会教育委員会7/29
手塚治虫記念館・講演会8/1
文教厚生常任委員会協議会8/2
養父教育研究委員会夏期講座8/4
民主党兵庫県連常任委員会8/7
世田谷区プレイパーク視察（東京）8/9
民主党女性議員ネットワーク会議8/9

（東京）
民主党地方自治体議員フォーラム8/10

（東京）
反戦平和の集い8/15
兵政連議員拡大幹事会8/19
トライスポーツ研究会8/19
わかば奨学金募金活動8/22
子ども議会8/24
文教厚生常任委員会視察8/25~27
（東京都武蔵野市 （新潟県長岡市））
（神奈川県川崎市）
９月定例市議会9/7~24
宝塚市政５０周年記念式典9/25

市民ネットでまとめた「2005

年度当初予算編成に対する申し入
（ ）」 。れ書 第１次 を提出しました

あいにく市長は県への要請に出
ておられました。

上田助役と酒井部長に代わりに
受け取ってもらいました。

これは、地域の実情に応じた市民等の「共助」の取

組みに対して、年間１０００万（テンミリオン）の中

で市が運営の費用補助・支援を行う事業です。
市が場所と財源を。ＮＰＯ法人が運営する「きんも

くせい」というお家に行ってきました。
ミニデイサービスを実施。特徴は、介護認定されて

いる人もそうでない人も誰でも利用できるというこ
と。市民の身近にあって、小さな規模で、軽快なフッ

トワークで、ニーズにこたえること。
ちょうどパソコン教室が終わり、お茶を飲んで歓談

中の高齢者の方々・・いい笑顔でした♪
「テンミリオンハウス」へ

９月議会も終わり、ようやく一息ついたところです。

先日、三田の郊外を車で走りました。稲刈りの真っ最中。

あぜ道には真っ赤な彼岸花。美しい秋の田園風景に心癒されました。
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① 子どものＳＯＳを受けとめる、子ども人権オンブズパーソンの必要性をどうとらえ
ているか。

② 子どもの権利条約の啓発と宝塚市子ども権利条約制定に向けてのとりくみは。
③ 子どもの居場所づくりの計画はどうなっているか。
④ プレイパーク（冒険遊び場）の実現予定はあるのか。

〈教育長答弁〉
４ 子ども人権オンブズパーソンの制度
化には至っていないが、パルフレンド
派遣事業を実施している。

５ 啓発に関しては、リーフレットの配
布をしている。今後も子どもの人権保
護に努めていきたい

③ ３カ年計画で地域子ども教室事業を
進めている。

６ プレイパーク的活動は、子どもの遊
び場検討委員会が中心になり、定期的
に開催されている。

１．子どもの人権保護と、そのための社会作りについて

2．震災復興１０年、これからの心のケアと支援について

① 小中学校における復興担当教員の役割と今後の展望は。
② 市と学校の防災マニュアルについて。
③ 復興住宅の現状と課題について。
④ 震災復興地域見守り支援廃止後、どのように市としての対応するのか。
（高齢世帯生活援助員 の今後）SCS

〈教育長答弁〉
① 学校における防災教育の計画立案と
その実施。心のケアを必要とする児童
生徒の把握と対応をおこなってきた。

② 画一的でない防災マニュアルの作成
や、様々な場面を想定した訓練の実施
を図っていきたい。

〈市長答弁〉
② 発災直後において教職員の協力なし
では適切な避難所運営は困難と想定し
ている。混乱を招かないように、学校
独自の防災マニュアルを作成すること
となっている。

③ 単身・高齢化が進んでおり、生活援
助員を配置し、緊急通報装置等を備え
たシルバーハウジングの整備を行って
いるところである。

④ 定期的な見守り等の支援や個々のニ
ーズに対応した幅広い支援を実施して
いきたい。

〈市長答弁〉
１ 関係機関が連携を取り合い、情報の
共有化を図り、よりよい対応ができる
ようにしていく。

２ 全市的な課題と受け止め、調査研究
を行っている。

３ 今後の研究課題としたい。

中高生の年代の子どもたちの

居場所づくりを要望しました

被災者への心のケアと支援を行う

宝塚独自の制度を新設してほしい
と要望しました




